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ニガウリ (����������	���
����
) は, 東
インド, 熱帯アジア原産のウリ科一年生植物であ
り, 我が国では沖縄・南九州地域において古くか
ら栽培されてきた地方野菜の一つである. 近年,
消費者の食生活が多様化するとともに, 健康に対
する関心が高まる中で, 種々の健康機能性を有す
るニガウリに注目が集まりつつある. これに伴い,

ニガウリの生産量ならびに栽培面積は増加傾向に
あり, 本県をはじめとする主産地では消費者ニー
ズに対応したニガウリ品種の育成が進められてい
る (八反田他 1992；市他 2004；河原他 1983；
井野他 2008；岩本, 石田 2009). 現在, ニガウ
リは収量性, 外観品質, 作型適応性などを指標と
して品種育成が進められているが, 今後は特徴的
な果実色, 高機能性の付与といった新たな果実特
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1)宮崎県総合農業試験場, 2)宮崎大学農学部生物機能科学講座
�)現在：鹿児島大学農学部生物資源化学科, �)現在：宮崎県庁

(2009年11月26日 受理)
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性を付加した品種の開発も視野に入れていく必要
があるものと考える. ここでは, ニガウリ育種の
効率化を図るための基礎的知見を得ることを目的
として, 緑色長円筒形系統と白色紡錘形系統間の
交雑�2世代における果長, 果径, 果実色および
��アスコルビン酸 (���) 含量の分離について調
査し, これら果実形質の遺伝様式について検討し
た.
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宮崎県総合農業試験場で選抜された育成系統
｢������1｣ および ｢	����1｣ を交雑親とし
て, �1および�2個体をそれぞれ育成した. ｢���
���1｣ は果実色が緑色で長円筒形の果形を有す
る系統 (緑色長円筒形系統) で果実中���含量が
高い特徴をもつ. 一方, ｢	����1｣ は果実色が
完全な白色で紡錘形の果形を有する系統 (白色紡
錘形系統) で果実中���含量が低い特徴をもつ
(�
��1).
2007年８月下旬に ｢������1｣ (１個体), ｢	�

���1｣ (１個体) およびこれら系統の交雑�1個体
(１個体), �2個体 (96個体) をそれぞれ播種し,
ビニルハウス内で育苗した後, ９月上旬に単棟ビ
ニルハウス内に定植した. 11月中旬以降は, 最低
気温が18 ℃以上となるように温度管理を行った.
なお, 施肥量や防除等の栽培管理は宮崎県の野菜
栽培指針に準じた.
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ニガウリ果実は開花後21日前後の収穫適期のも
のを収穫した. 各個体あたり３果以上を測定し,
その平均値を求めた. 果形を評価するために, 果
長および果径を測定した. 果径はノギスを用いて
果実中央付近の果径が最も厚い部分を計測した.
果実色は果肉部分の総クロロフィル (
��) 含量
を測定することで評価した. 
��含量は, コルク
ボーラーで果肉部分から３カ所をくり抜き����
ジメチルホルムアミド溶液中で漬浸抽出したもの
を������������� (1985) による分光光度法
によって測定した. 果実中の���含量は５％メタ
リン酸溶液中で磨砕抽出したものを���カラム
(東ソー社製�������100�, 4�6×150��) を
装着した高速液体クロマトグラフィーによって測
定 (検出波長�242��) した. 溶出は移動相とし
て２％メタリン酸溶液を用い, 流速1�0�� �
��
の条件で行った. なお, 
��および���含量は,
いずれも新鮮重１�あたりの含量 (�� ��	) で
示した.
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果長は, ｢������1｣ が292��, ｢	����1｣
が195��であり, 両系統間には97��の差があっ
た. �1個体の果長は236��であり, 両親のほぼ
中間的な値を示した. �2世代は175～278��の範
囲にあり, 平均値229��の正規分布に近い分布
パターンを示した (�
��2!).
果径は ｢������1｣ が44��, ｢	����1｣ が
54��であった. �1個体の果径は50��であり,
両親のほぼ中間的な値を示した. �2世代は38～55
��の範囲にあり, 平均値47��の正規分布に近
い分布パターンを示した (�
��2").
果長と果径との比 (果長 果径：果実縦横比)
は果形を反映した値をとり, 長円筒形の果形を有
する ｢������1｣ が6�6, 紡錘形を有する ｢	�
���1｣ は3�6であった. �1世代の果実縦横比は4�8
であり, 両親のほぼ中間的な値を示した. �2世代
は3�6～6�8の範囲にあり, 平均値4�9の正規分布に
近い分布パターンを示した (�
��2#).
以上のように, �2世代における果長, 果径およ

び果実縦横比は連続的な頻度分布を示すことから,
果形と関連するこれらの形質は複数の遺伝子で支
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配されている量的な形質であると推測された.
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ニガウリ果実の���含量は, ｢������1｣ が76
�	
	��, ｢�����1｣ が１�	
	��未満であっ
た. �1個体の���含量は18�	
	��であり, ｢���

���1｣ に近い値を示した. �2世代は０～70�	
	
��の範囲にあり, 低含量側にゆがんだ分布を示
した (�
	�2�).
�2世代の中の6個体は, ｢�����1｣ と同様の完
全な白色果 (���含量が１�	
	��未満) であっ
た. この白色果の分離割合は�2世代96個体の1
16
に相当しており, ２つの質的な遺伝子の関与を予
想させるものであった. 一方, 白色果を除くニガ
ウリの���含量は連続的な頻度分布を示すことか
ら, 緑色の濃淡には量的な因子が関与しているも

のと推測された. なお, このような果実色の遺伝
様式については, ピーマン (����
��� ������)
で詳細に調査がなされている. 杉田 (2007) は,
ピーマンの白色果の分離には第８および第10染色
体上の２つの遺伝子座が関与しており, これらを
劣性ホモで持つことで果実色が白色となることを
示すとともに, 緑色系統のピーマンの濃淡は緑色
強度を増加させる量的形質遺伝子座 (���) に
よって支配されていることを明らかにしている.
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ニガウリ果実中の���含量は ｢������1｣ が
736�	
	��, ｢�����1｣ が151�	
	��であり,
両系統間には585�	
	��の差があった. �1個体
の���含量489�	
	��であり, 両親のほぼ中間
的な値を示した. �2世代は142～929 �	
	��の

��ニガウリの�2世代における果実形質の分離
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範囲にあり, 平均値472������の正規分布に近
い分布パターンを示した (����2�). このように,
�2世代における�	�含量の分布は連続的であるこ
とから, 果実中の�	�含量は複数の遺伝子で支配
されている量的な形質であると推測された. なお,
このように果実中の�	�含量が量的遺伝を示すこ
とはトマト, リンゴ, メロンなどで確認されてお
り, �	�含有量に関与する
��の解析が進め
られている (
������������2004�����������

2006����������2006；
�����	�����2007).
以上のように, ニガウリ果実の果長および果径,
果実中の�	�含量は複数の遺伝子で支配されてい
る量的形質であることが推測された. また, 果実
色について, 白色と緑色の分離に関しては２つの
遺伝子によって決定づけられるが, 緑色の濃淡に
関しては量的な因子が関与しているものと推測さ
れた.
複数の遺伝子が関与している量的形質は発現に
環境要因の影響を受けやすく, 効率的な選抜が困
難である. このような量的形質の選抜育種を効率
的に進める技術として, ���マーカーによる選
抜育種法が注目されており, 有用形質に連鎖した
マーカーの開発が進んでいるイネやトマトなどの
作物においてその適用が試みられている (農林水
産省農林水産技術会議事務局 2007). 将来的には,
ニガウリについてもこのような技術を積極的に導
入し, 高�	�含有性といった新たな果実特性を付
加した品種の育成をめざしたいと考える.
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ニガウリの緑色長円筒形系統と白色紡錘形系統
との交雑系統の�2世代における果長, 果径, 果実
色, ��アスコルビン酸含量 (�	�) の分離につ

いて調査した. �2世代における果長および果径,
果実中の�	�含量の頻度分布は連続的であること
から, これらは量的形質であることが明らかとなっ
た. また, �2世代において1�16の割合で白色果が
出現することから, 白色と緑色の分離に関しては
２つの遺伝子が関与していることが推測された.

������遺伝様式, 果実形質, ニガウリ
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